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本事業は、より付加価値の高い健康食品・化粧品開発に取り組む生産事業者への技術支援によって、プロテ

オグリカンをはじめとする県産素材を利用した製品開発を加速することを目的としている。その中で我々は、

青森県産素材の一つであるオオヤマザクラ（Cerasus sargentii）に着目し、化粧品への利用について研究開

発を行っている。今回は皮膚に対するオオヤマザクラの果実の抽出エキスの抗酸化ストレス等美容機能性とプ

ロテオグリカンとの併用効果について評価を行い、アンチエイジング化粧品素材としての有用性を検討した。 

オオヤマザクラ果実の抽出エキス（以後、オオヤマザクラエキスとする）について比色分析による各種活性

酸素消去作用評価を行った結果、過酸化水素とスーパーオキシドアニオンに対する消去作用が何れも見出され

た。一方、ヒト表皮角化細胞 HaCaT keratinocyteを用いた評価では、オオヤマザクラエキスの添加によって

細胞内過酸化水素量の減少と、さらに過酸化水素や紫外線（UVB）曝露による細胞傷害に対する緩和作用が認

められたことから、オオヤマザクラエキスが皮膚酸化ストレス抑制効果を有することが明らかとなった。また、

ヒト表皮角化細胞と真皮繊維芽細胞を用いた評価系において、オオヤマザクラエキスに細胞外マトリックス分

解酵素 MMP-1産生抑制作用が見出され、皮膚のシワ形成防止に有用であると考えられた。 

 以上の結果から、オオヤマザクラエキスは、UVB等によって誘導された細胞内活性酸素による皮膚酸化スト

レス及びシワ形成を抑制する効果があり、皮膚のアンチエイジングに有効な素材であると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオヤマザクラ（果実）エキス 

エタノール等による果実の抽出処理によりエキス調製 

※主成分：アントシアニン類 

化粧品への利用を目指し、アンチエイジング機能性を検討 


